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尿 中尿酸 ・ク レアチ ニ ンに及 ぼす影響

第3報 不連続線通過が肺結核患者の血清中電解質に及ぼす影響
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緒 言

気象 に関係深 い特定の疾患が前線通過の近傍 で簇発す

ることをRudder1)が 発表 し,Petersen2)5)は 気団

交替時の人体の変調につ き特有の変化 を述べ,続 いて数

多 くの報 告がみ られ る。わが国では増 山4)が 空 間n法 を

用い人体 諸量 の変動 を推計学 的に発表 し,最 近では前線

通過がStressと して副 腎皮質機 能に影響 を 与 え ること

が推測 されてい る25)47)49)。

肺結核患者 に及 ぼす 前線 の影響 につい ては,自 覚症状

の増悪,肺 出血お よび シューブ現象の多発等 が瀬尾50),

小川51),大 野 嶋田52)ら に よ り解明 され,ま た鈴 木55)

は消化機 能について,度会54)は 動脈血液 ガ スについて,

いずれ も明 らか な変動 を認め,自 律神 経系機 能 もまた前

線通過前後 に変調 を きたす ことが知 られている51>52,。

私 は肺結核患者 の血清 中電解質が 前線通過 の さいいか な

る態度 を示すか を検査 した。

研究対象お よび実験方法

1)研 究対象:第1報 に記載せ るごと き入所中の肺結

核 患者39名(男 のみ)に ついて検査 を行なつた。

2)測 定 貝時:不 連続 線の把握 は ラジオの気象 通報 わ

よび新 聞掲載 の天気図,各 種気象因子(気 圧,気 温,湿

度 および風向 の変化)の 観測成績 よ り不連続線 の通過時

刻 を推定 し,の ちに中央気象台発行の天気図 によ りこれ

を確 定 した。

検査 は前線 通過推 定時刻 の前後 に,時 間的にあ る程度

の巾を もたせ て標本 の分散 す るごと く採血 し,対 象 とし

て血清 中電解質 の 日内変動 を考慮 して直近 の高気 圧支配

日の 同一時刻 に採血 し,前 線通過時 の値 と比較 した。

3)測 定方法;第1報 の記載 と同様 に行 なつ た。

実 験 成 績

寒 冷前線通過 前22時 間よ り通過後13時 間にわた る

間の血清 中Na,K,Caの 測定値,お よび これ に 対応す

る高気圧支配 日の値 とその差 を求 め,前 線通過時 を中心

として前後 を時間 ごとに7段 階に分類 し,そ れ ぞれの平

均 値を表1に 記載 した。また前線通過 日の値 が高気圧支

配 日の値 に比 して増 減 した例数を示 した ものが表2で あ

る。(こ の場合両者 間の増加,減 少 の判定 は,私 の検討

した測定誤差 以上 の変化,す なわ ちNaは ±3mEq/l

以上,K,Caは ±0.09mEq/l以 上の差 のあ る場合 を と

り,しか らざる時を不変 とな した。)図1は 血清 中Na,K,

Caの 増減 と時 間的関係 を 点 グ ラフにした もので ある。

1)血 清 中Naの 変動

前線通過 前22時 間の4例 については,高 気圧支配 日

よ り平均4.2mEq/lの 減少 を示 すが,推 計学的に 有意

差 は認 めない。前線通過 前19時 間よ り通過後6時 間ま

で の27例 では高気 圧支配 日 よ り平均5.2mEq/lの 増

加 を示 し,推 計学的 に 検討す るとF0=45.61>7.72=

F(α=0.01)で 有意差 を認 め る。 前線通過後10～13

時間の8例 では平均5.8mEq/lの 減少 を 示 し,推 計学

的検討 はF0=13.39>12.25=F(α=0.01)で あ り有

意差 が認 め られ る。

2)血 清 中Kの 変 動

各平均値 で前線通過 前22時 間にはやや増加,前 線通

過 前19時 間よ り通過後6時 間まで,お よび 通過後10

～13時 間 にはやや減少 をみ るが
,お のおの 有意差 は認

め られない。 しか し前線通過後3～4時 間 においてK

の増 加例数が一時増加す ることは他 と異なつてい る点で

あ る。

3)血 清 中Caの 変動

Caは 前線通過 前後を通 じ大 きな変 動 を示 さず,一 定

の傾向 もみ られなかつた。

考 案
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表1前 線通過前後各時間における平均値

表2前 線通過前後各時間における増減数

図1不 連続線通過時の血清中電解質の変動

増 山4)は 前線通過前後 の尿量 の 変化 を 検査 し,尿 量

は前線通過前 に減少 し,お よそ6時 間前 に極小 とな り,

通過後 に増加 し,尿 比重 も前 線通過 前に増

加 をみてお り,こ れ よ り体 内水分の貯溜 が

行なわれ ることを推定 し,前 線通過 数時間

前が もつ と も水分 貯溜 が著 しい と思 われ る

と記載 してい る。第1報 に述べた ごと く電

解質 ことにNaは 水分代謝 と密 接な関係が

あ り,夏 季の血清 中Naの 増加 が体内水分

増加現象 と関係を有す るごと く,こ の場合

も体内水分貯溜の現象 として血清 中Naが

前線通過前 よ り増加 し,通 過 後に水分排出

のために減少す ると解釈で きるのではなか

ろ うか,ま た増 山4)の い う尿量 の 極小期

を通過前6時 間 ころとす ると,そ の点を中

心 として前後12時 間の間に血清 中Naの

増加がみ られ るの もこれに合致 す るよ うで

あ る。

血清 中KはNaの ごと く明 らか な 変動 を 示 さない

が,大 体 減少傾向に あ り前線通過直後 一時増加 す る。
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Selye55)に よると 種 々のStressに よ る 警 告 反 応 の

場合,必 ず.血清 中および尿 中のKが 増加す る とい う。

また,鳥 居25)は 前線 通過直後1～2時 間に 尿 中17

KSの 増 加 を,2～4時 間 に好酸球 の減少 をみ,森永47),

谷川49)も 前線通過後 に17KS,Chemocorticoidの 増

加 をみてお り,前 線通過がStressと して 人体 に影響 を

与 えた もの と推定 してい るが,私 の成績 において も前線

通過後3～4時 間に 一時Kの 増加例が多 くなるの はStress

現象の現れ と考 え られ る。

肺結 核患者において小川51),嶋 田52)は 前線通過 前

後 の 自律神 経機 能検査の結 果,ア ドレナ リン敏感度 の低

下 す ることを述 べてい るが,私 の成績のNaの 増加 とK

の減 少傾 向を,前 述の(第1報)須 貝16),梶 原35),原

島34),黒 津36),勝 木37)ら の説 によつ て自律神経緊張

状態 を推定 する と,前 線通過前後 は副交 感神経優位 とな

り,小 川,嶋 田の成績 と一致 す る。

結 論

肺結核患者39名 について,前 線通過 の血清 中電解 質

に及ぼす影響 にっい て検討 した。

血清 中Naは 前線通過 前20時 間 ころよ り通過後6時

間 まで増加 しその後 は減少 に転ず る。

血清中Kは あま り明 らか な変動 ではないが,前 線通

過後3～4時 間に 一時増加す るが,大 体減少傾 向が み ら

れ る。血清 中Caは 一定の変動 を示 さない。

(付)第1～3報 の総 括な らびに 考案

1.副 腎皮質機能に関 して

A)肺 結核症 と副 腎皮質機能

肺結核症 と下垂体副 腎皮質機能に関す る研究 は各方面

よ り多 くの検討 がな されてい るが,そ の検査 方法が多様

でか っ決 定的な方法がない ことか らその結 論は必ず し も

一定 していない。Thorn'stest,尿 中17KS,Chemo-

corticoid等 の測定 において,重 症 者に低値 が み られ る

ことが大体認 め られてい る。 日置56)は 肺結核症 に下垂

体機能 の低下 とともに,副 腎皮質 の障害 および機能低 下

を認 めてお り,三 宅57)は 諸検査 の結果 は肺結核症 に副

腎皮質機能低下 に相 当す る所見が あるが,こ れ は全身栄

養障害 のためで あろ うと述べ,砂 原58)は 肺結核症 に副

腎皮質機能低下傾 向の ある ことを是認 してよい と記 して

い る。

電解質代謝の異常が副腎皮質機能に密接 な関連 を有す

ることは既知の事実で あるが,沖 中59)は 下垂体副腎系

の代表的疾 患において も,血 清中電解質濃度の測定値は

必 ず し も異常を呈せず正常値で ある場合が多 く,こ れは

皮 質不全であって も塩類摂 取が適 当であれば,そ れ な り

にあ る程 度の平衡 を保 つてい くものであ るとしてい る。

すなわ ちHomeostasisま たはGeneral adaptations

syndromに よつ て,可 能 なか ぎり望 ましい 生理 的動揺

範 囲に調節 されてい るのであ る。また副 腎皮質 と他の内

分泌 臓器 お よび 自律神 経系 との因果 関係は非 常に複雑 で

あって,末 梢 の一現 象であ る血清 中お よび尿 中電解質 の

単 な る測定値 を もって,た だ ちに副 腎皮質機 能の状態 を

皆解 明で きる もの とも思 われない。また異な る対 象にわ

ける尿酸 クレアチニ ソ比 の単 な る比較 を もつて副腎皮質

機能 を推定 す ることので きない ことは第2報 に述 べた。

私 の 対象 とした 肺結核患者が 季 節変動 を 検 べ る関係

上,一 応病状 の固定 した ものを選 んだので,進 行 性活動

性 の もの とくに 重症者 に 副腎皮質機能低下が 多 くみ ら

れ,ま た電解質代謝障害 もそのよ うな例 に多い とい う諸

家の報告か らみて,血 清 中および尿 中電解質測定値 にお

いて健康者に比 して と くに認 むべ き変化が なか つたの も

首肯 し うることと考 え られ る。

年 平均値にお ける血清中 および尿 中電解質の比較か ら

は,肺 結核症に副腎皮質機能低下 を予想 させ る現象 は発

見 で きなかつ たが,血 清 中Na,Kの 病症別 季節変動

が,軽 症 は大 き く変動す るのに中等症,重 症で は変動が

少ない ことは,安 静 とい う原因 以外に外界の季節の変化

に適応 す る能力 の低下が起 こってい る現象 ではないか と

考 え られ,中 等症,重 症 の副 腎皮質機 能の低下が うかが

えると、思わ れる。

B)季 節変動 と副腎皮質機能

生体 の季節 に対す る適応現象 と して,諸 家22)25)47

)57)は 冬季 に夏季 よ り基礎代謝 の上昇,血 清Kの 増加,

尿中17KS,170HCS,総 窒素 排泄量,尿 酸 クソアチ

ニ ン比等の増加等 をみて,副 腎皮質機能は冬 に昂進 し,

夏に減退 す ることを推測 してい るが,私 の成績 において

も冬 季に血清Kの 増加,尿 酸 ク ソァチニ ン比の高値 を

認 めた。 これ らの変化 は主 としてGluco corticoidの 増

加 によって起 こる現象 と思 われ る。一方夏季に体 内水分

代謝 の亢進,体 内水分貯溜,血 中A・D・Hの 増加,血 清

Naの 増加,体 内塩分貯溜,血 清Kの 減 少等 よ りみて,

夏季 にはMineralcorticoidが 高温順応 のために生理 的

機転 として作用 している ことが想像 され る。

肺結核患者の季節変動 については,健 康者 と比較 して

あま り特異 な現象はみ られなかつたが,血 清 中Na,K

が病症 別にみて変動の程度の異 なることは上述の ごと く

であ る。また重症 では血清 中塩類 が春季に軽症,中 等症

に比 して大 きな変化 を示 し,冬か ら春への変動が大 き く,

春か ら夏への変動 が非 常に小 さいか,あ るいはほ とん ど

ない とい う現象 は注 目され る点であ る。肺結核症 と季節

に関す る多 くの文献 に,早 春か ら春にか けての季節の影

響が大 きく,臨 床症状 の増悪,体 重 の減 少,血 沈 の易変

動性,ツ ペル ク リン過敏性 の増加,白 血球 の 核左方推

移,シ ューブ現象 の頻度上昇,喀 血 の頻 発,死 亡率 の上

昇,発 病率 の増加等が報告 され てお り,こ のよ うな悪影
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響 の原因 とな る気象条件の探求 も行なわれてい るが,小

川51),嶋 田52)ら の報告 に よるとこれ らの 諸症状 は前

線通過 による影響が大 きい ことを述べ,春 には前線通過

が頻繁 であ ることを重要視 してい る。 これ らの ことか ら

みて も肺結核重症者 に,春 とい う季 節が とくに他の季 節

に比 して大 きな変 調を与え るであ ろうことが想像 され,

血清 中塩類 の変化 もこの一現象であ ると考 え られ る。

C)不 連続線 通過時の変化 と副腎皮質機能

前線通過がStressと して生体に影響 を及ぼ し,血 清

中電解質の変化 もこれ に伴っ て惹起 され る と想像 きれ る

ことは前述の ごと くで ある。

II.自 律神経系 との関連

Cannon,Selye,Longら の説,ま たその後 の 研 究 に

よって も,侵 襲 に対す る生体 の反応 は内分泌 系 と自律神

経系 とが 緊密一体 となって生体 の調節機構 として働 いて

い ることが認 め られ,そ の 因果 関係 も解 明 され つつあ

る。

自律神 経緊張状態 は季節の変化 に対応 して,一 般 に夏

は副交感神経緊張,冬 は交感神経緊張状態 にある とされ

て いるが,こ れ と血清 中電解質 との関連 につ いては,前

述諸家の報告16)34)～37)に み られ るご とくであ り,私 の

成績 におい て も自律神経緊張状態 を推定 す ると,夏 に副

交感神経優位,冬 は交感神経優位 の結果 を示 してい る。

肺結核患 者の血清 中Kの 値 よ りみ ると,肺 結核 患者

に ことに 重症者 ほ ど交感神経優位の 傾向が あると み ら

れ,薬 物試 験に よる自律神 経緊張度 との関係が矛盾 す る

ようにみ えるが,小 川58)や 美野60)の 述べてい るごと

く,重 症 者に反応度の低下があ るために起 こる現象で あ

ると も考 え られ るが,な お検討 を要す る問題で あろ う。

また 血清 中Na,Kの 病症別季節変動が軽症に大で 中等

症,重 症に小で あることは,季 節 に対す る自律神経系 の

反応が軽症者 に敏感で,重 症者 に低下 している ことを示

す もの とい えよ う。

不連続線通過時 の変化 は副交感神経優位 に傾 くといわ

れ るが,私 の成績 において も大体 そのよ うな傾 向がみ ら

れ た。

擱筆 す るにあた り,御 指導,御 校閲を賜 わつた恩師青

山教授,大 野所長,な らびに松原助教授に深甚 なる謝意

を表 し,種 々御協 力下 さつた岐阜療養所医局諸兄 に感謝

す る。

本研究の要旨は第11回,第12回 国立病院 ・療養所

綜合医学会 において発表 した 。
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